



“Foreign Countries” Images in Shojo Manga Magazines:
An Analysis of “Weekly Shojo Comic” in 1960 ～ 1970’s
MASUDA Nozomi and INOMATA Noriko
Abstract :  This research studied Weekly Shojo Comic （including Shojo Comic） that was ﬁrst published as its 
May, 1968 issue, and its page constitution and works set in foreign countries were investigated. It was clariﬁed 
that compared to Weekly Margaret and Weekly Shojo Friend, there were many works set in the West but not in 
any speciﬁc country in Weekly Shojo Comic. It was also clariﬁed that such works disappeared after 1975, and 
that instead, the number of works set in a clearly speciﬁed place such as New York or Paris increased. On the 
other hand, it is a characteristic of Weekly Shojo Comic that works with SF or fantasy elements set in a ﬁctitious 
country appeared in the latter half of the 1970s. By comparing with other magazines, it was shown that it had 
diverse content and that this could serve as a background for creating works that go beyond the framework of 
shojo manga.
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は じ め に
本稿では、戦後の少女マンガ雑誌が何を描き、読者に何を提示してきたのかを問う作業の一環として、1960 年
代から 1970 年代にかけての『週刊少女コミック』（小学館）を対象とし、ページ構成の変化やマンガ作品のなか
で舞台となる国についての調査を行った。2015 年度の『週刊マーガレット』（増田・猪俣 2016）、2016 年度の『週
刊少女フレンド』（増田・猪俣 2017）の調査に次いで、今回は『週刊少女コミック』を取り上げ、この 3 誌を比
較しながら、1960 年代から 1970 年代にかけて少女マンガ雑誌において何が描かれ、舞台となる「外国」のイメー
ジがどのように変化してきたのかを考察する。
『週刊少女コミック』は当初は週刊ではなく、『少女コミック』という雑誌名で 1968 年 5 月号から創刊されている。
1969 年 8 月号までは月刊、1969 年 8 月 22 日号からは月 2 回の刊行となり、1970 年 3 月 27 日号まで月 2 回の刊行




2017）の調査に倣い、各年の 1 月、4 月、7 月、10 月の最初の号を対象とした。ただし、『少女コミック』として
創刊された 1968 年については、創刊号となる 5 月と、7 月、10 月、12 月の 4 冊を取り上げている。1968 年の 5 月号、
7 月号、10 月号、12 月号および 1969 年の 1 月号、4 月号、7 月号、10 月号と、1971 年、1973 年、1975 年、1977
年の 1 月、4 月、7 月、10 月の各月の始めの 1 冊ということで、合計 24 冊を主な対象とし、適宜その他の号も参
照した 1。1968 年と 1969 年はすべて月刊、1971 年からは週刊として発行された号を対象としている。
1、ページ構成の変化
まず、1968 年 5 月号および 1969 年から 1977 年までの各 1 月号について、ページ構成の変化を示したのが以下
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①マンガ作品
雑誌全体の総ページ数は、月刊誌として創刊した 1968 年 5 月号は裏表紙まで含めて 342 ページである。週刊誌
になると 1 冊ごとのページ数は減り、1973 年から 1975 年頃は 270 ページ前後で推移している。そのなかで、マン
ガのページ数は、1968 年 5 月号は 290 ページ、1969 年 1 月号は 309 ページであり、この時期は各号 300 ページ前
後となっている。週刊誌となってからは 1971 年 1 月 3 日号が 227 ページと少し減っているが、月 4 冊ほど発行さ
れるようになったことを考えると、月単位のマンガ作品のページ数は約 900 ページにもなる。月刊誌時代と比較








介する「にんきスターのひみつ」という 1/3 ページのコーナーが 16 ページにわたって掲載され、吉永小百合や黛









おしゃれ・ファッション関係の記事としては、1968 年 5 月の創刊号にて谷ゆきこのカラーイラストによる「す



























いのは、1969 年 1 月などにみられる田村セツコによる「セツコのおしゃれ相談」というページで、田村のイラス
トが 2 ページから 3 ページにわたり、画面全体に自由なレイアウトで描かれたコーナーとなっている。田村が「お
しゃれの先生」として登場し、読者からのおしゃれやファッションに関する質問に答える形式で、読者との交流
の要素も含まれている。写真でファッションを提示するのではなく、可愛らしいイラストを用いて、読者と交流




1975 年 4 月 6 日号に掲載された「この娘うります！」（萩尾望都）は「ファッション・ラブコメディ」と書かれて
おり、パリを舞台にファッションショーが行われ、『カメラ・パリ』という雑誌も登場している。















読者関連の記事は、1968 年 5 月の創刊号から「ジュニアメイト」というコーナーとしてすでに登場している。
1968 年、1969 年、1971 年にも続くこの記事では、読者から編集部へのお便りの紹介、読者同士の「おたよりこ
うかん」、読者によるイラスト投稿などが含まれたコーナーが継続的に設けられている。1975 年、1977 年にも「お
たよりサロン」という同様のコーナーが毎号掲載されている。









読者・まんが家関連の記事でとくに注目したいのが、1975 年 4 月 6 日号に掲載された「まんが家と電話でデー
2 竹宮惠子、『少年の名はジルベール』、小学館、2016 年、p.40
3 増田・猪俣、「少女マンガ雑誌における「外国」イメージ── 1960 ～ 1970 年代の『週刊少女フレンド』分析より」、2017 年。
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ト」という企画だ。この企画は「春休み話題の 2 大企画」4 の「その 2」となっており、読者が決められた番号に
電話をかければ、マンガ家と話せるというものだ。期間は 1975 年 2 月 28 日から 4 月 17 日の春休み期間で、ひと
り 1 週間ずつ、合計 7 人の作家が登場する。「にんきまんが家のお話が、90 秒間聞けるのです」と書かれており、




牧野和子と、読者に人気の作家がずらりと並ぶ。1975 年 4 月 6 日号には、表紙に「日本ではじめてまんが家と電
話でデート」、「今週はすなこ育子先生でーす」とイラストとともに紹介がある。このような作者と読者との直接
的な交流は、『週刊少女コミック』の読者と作者との距離の近さを示していると考えられる。また、スター記事の




見される点である。1971 年 6 月 20 日号では、「コンピュータが選ぶあなたのボーイフレンド」（4 ページ）の企画
があり、10 月 17 日号でもグラビアに「BF にラブアタック」（1 ページ）が掲載される。「ラブアタック」は、野
球やバスケットボールなどをする男性のイラストがあり、自分のボーイフレンドの得意なスポーツに即して、ボー
ルの部分を塗りつぶすと、自分がどのようなことに気をつけて彼に接すればよいかの注意書きが示されるという
企画だ。また、1973 年 4 月 15 日号では「♥あしたのための愛の講座　だって女の子だもん…！？」において、ジュ
ニア小説を書いていた藤木靖子が、男の子が意地悪をしてくるのは関心があるから、と男の子の行動を解説して























先に述べたように、今回の調査では 1968 年の 5 月号、7 月号、10 月号、12 月号および 1969 年の 1 月号、4 月号、
7 月号、10 月号と、1971 年、1973 年、1975 年、1977 年の 1 月、4 月、7 月、10 月の各月の始めの 1 冊ということで、
合計 24 冊を対象としている。それらに掲載されたマンガ作品の舞台となった国を各号ごとにまとめたのが、以下
の表 2「『週刊少女コミック』掲載マンガ作品の舞台となった国」である。
今回の調査にて対象とした『週刊少女コミック』24 冊においては、4 ページ以上のマンガ作品の本数は合計 262
作品となった。そのなかで、「日本」を舞台とした作品は 178 作品で、全体の 68％を占めた。次いで、「西洋だが
国不明」が 34 作品で 13％、「アメリカ」が 18 作品で 7％、「フランス」が 13 作品で 5％、「アフリカ」「エジプト」
がそれぞれ 3 作品、「イギリス」「ロシア」が 2 作品、「スペイン」「イタリア」「ポーランド」「カナダ」がそれぞ
れ 1 作品となった。
「日本」以外の場所を舞台とした作品は 84 作品で全体の 32％であり、「どこの国か不明」および「その他」を除
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まず共通点としてあげられるのは、「日本」を舞台にした作品が約 7 割を占め、「外国」を舞台に描かれた作品
が約 3 割となっている点である。『週刊マーガレット』においては、「日本」を舞台にした作品が 68％で、「外国」
を舞台にした作品が 32％であった。『週刊少女フレンド』は「日本」を舞台とした作品が 74％で、「外国」を舞台
にした作品が 26％となり、他の 2 誌と比較すると若干「日本」を舞台とした作品の割合が多くなっているが、3
誌ともに約 7 割が「日本」、約 3 割が「外国」を舞台にしているといえる。
また、「外国」を舞台とした作品のなかで、描かれている国が明確な作品としては「アメリカ」を舞台にした作
品が最も多く、次いで「フランス」となっており、この 2 国が最も多いという点も 3 誌ともに共通している。『週
刊マーガレット』は「アメリカ」が 16 作品で「フランス」が 15 作品とほぼ同数であるのに対して、『週刊少女フ
レンド』は「アメリカ」が 21 作品で「フランス」が 11 作品と「アメリカ」舞台の作品がより多くなっている。2
























かれているが、1975 年以降にはみられなくなるということがわかった。1975 年 1 月 1 日号の読み切り作品「マグ
ノリアの朝」（小室しげ子）は、農場の息子トーマスと孤児として拾われたジューリアが主人公となる物語だが、












さらに相違点として指摘できるのは、『週刊少女コミック』では 1970 年代後半から SF 的な設定を含んだ「その













ていることがあげられる。例えば、萩尾望都の 1973 年 10 月号に掲載された「秋の旅」では、登場人物の名前が
6 萩尾望都『私の少女まんが講義』新潮社、2018 年、p.104























者は 16 歳のレナードと 14 歳のミリーのふたりに双子が生まれ、子供を預ける話題や家事について描かれる。海
外が舞台だからこそ、主人公が若年の経産婦という設定も可能なのであろう。日本が舞台となる作品では、読者




































載する人気作家であった。細川は 1969 年 4 月号に「春さくアドニス」（文・立原えりか、え・細川知栄子）と題
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例えば、1969 年 4 月号の「スポーツまんが大特集」は、巻頭からスポーツマンガが 3 作品で合計 112 ページを







さらに、1969 年 7 月号ではスポーツマンガが冒頭から 4 作品続き、その他にも 1 本掲載されているため 11 作品
中 5 作品がスポーツ関連作品となり、171 ページを占める。1960 年代後半のこの時期は「スポーツ根性もの」が
流行し、『週刊マーガレット』や『週刊少女フレンド』にもスポーツマンガは複数描かれているが、これほど多く
のページがスポーツマンガ作品で埋め尽くされたのは『週刊少女コミック』のみである。





























12 同じ古代エジプトを舞台にした作品として、1976 年 10 月より秋田書店『プリンセス』にて細川智栄子あんど芙～みんによる「王
家の紋章」がスタートしているが、「ファラオの墓」のほうが先に描かれている。
75増田のぞみ　他：少女マンガ雑誌における「外国」イメージ
お わ り に
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